
 

  

お釈迦さまは四十余年の布教の最後に、自らを拠り所とし、また自らは法を拠り所

とするように説かれました。 

法・教えを拠り所として生きるということは、感謝のできる人間になることです。 

いのちを頂いていることは有り難いことです。水や空気や太陽などあらゆるものに

支えられているわけですから、それだけでも有り難いことです。有り難いものに囲

まれている私たちが、本当に感謝のできる人間になるということが、お釈迦さまが

教えを通して伝えたかったことです。   （令和３年涅槃会での齋木教会長ご指導より）                                                      



 


